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上層にお・ける気温・風の観測結果（第2報）

前田　憲一一・竹屋　芳夫・松本　1台弥・奥本　隆昭

　　　　　　　大三家　　寛・建部　　渉

　　　　　　　　　1．　まえがき

　発音弾法を用いた上層の気温と風の観測についてば，

前論文ユー3）においてTW－S号機までによる結果をくわ

しく述べたが，その後，TW－9およびTW－一一10・号機に

よる・観測の結果が鴛られたのでここに報告する．

　TW－9およびTW－10号機の実験記録は第1表の通

りであるが，特に，TW－10号機による実験では，・初め

て夏の観測結果を得ることができた．また，両実験と

も，約7Q　kmの高さまでの観測に成功しているが，こ

の結果，高さ70　1｛皿では・発音弾の薬量カニO．　5　kgでは

不足であることが分かった・

　　　　　　　　　2、結　　　果

　TXXT　・－9および10号機実験による結果を，第1図（温

度分布）および第2図（風）に示す・

　第1図において・小円は平均値であり実線はそれを滑

らか測搬にしたものである・また，点は秋田気飴の

ラジオ・ゾンデによる定時および臨時観測の結果をgヶ

ット飛しょう時の値に換算したものである・このゾンデ

の結果は，それぞれ21　i｛］u（TW－9），25　km（TW－－10）

まで得られている，

　つぎに第2図においてのゾンデの結果は，地上からモ

れそれ6km（TW－9），13　km（TW－10）までは実験場

付近よtp放したゾンデにより得られたものを，それ以上

は秋田気象台による結果を用いた．

　　　　　　　　　3．検　　　討

　以上の2回の観測結果について考えてみる．先に述ぺ
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　第3図　世界各地の風の捌測による風の季節的な変化
ただし　A：道川，WS：White　Sands，　FC：Ft．　ChurchiH，

　　　　CC：Cape　Canaveral，　G：Guam

たようにTW－10号機による実験結果は初めて得られ

た夏の観測結果である・

温度について言えば，TW－10においては高さ45　km

までの分布の形はTW－8のぞれとほとんど同じであっ

て，前論文”でくわしく述べた，いわゆる夏型である，

単に，20～50kmの間，すなわち中問層の・1．を上ヒ較する

ならば，TW－6，7，　Sおよび10はま‘，たく岡様の分

布の形である．しかし，2⑪　km以”ドの形を比較した場合

においては従来のFt．　Churchill　l59°N｝の夏型の分布

とぱ異なり，むしろGuam（i3．5“N）の結果に似ている

ことが分かる．　また高さ50kln以上1こっいて雪えば上

1鈎GuarnおよびXVhite　Sands（33e　NT　）の夏秋の結果

所三に似ている．後にも述べるが，この場合，夏および

冬の二つの型は比較的分離し易いが，．春秋の結果をモデ

砒することは，たかたか困蜷である，したがうて現在

Dところ，以上のことから真夏の道川における分布の型

tt，むしろFt．　ChurchillのそれよりもGu且mやWllite

踊dsの結果と福韻していると言ラべきであろう．

つぎに，TW－9の温度分布については，高さ20　km

以下では，従来の遊川におけるイ薪チこに行なわれた実験に

説現てよいが，20～50km刎ll1では約10°K程度低

1・．二れをTW－5（冬）のそれと比較して見れば，ちょ

うど春秋および夏り型と冬の型の中間の分布か，あるい

に冬型を示していると言：tる．しかしたがら，50　km

髄に現おれたmes・・P・akはTW－5のそれより10・K

醗高く，TW－10のrneso・pe且；・：と同程度の値を示し

ている，

；　i：ついていえば，TW－1。でに…恥かに剃1珊・C－｛：

繍三強く夏型であることは言うまでもない．しかる

i：’TW－9では，東風の分力も認められるが，モの値

壁Lて，南北方向の分力が優っており，また束域の分

あ雑さは他の実験結果にH．して小さい．。の意味

唱噛一’度凪の結果を集めて，これを季館によってt．aら

’：て見たのが策3図1，～τ，である．図において虐丸は偏東

ミ職噸西馳示し，丸、．付し謙服の如て行
ノ－ゐ　，

’ヵ呵を示している．図中破線を入れてあるのは，大約

して・麹終型の境を乳ている講‘3図紡Tw．9
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型の境の線が斜めであること，

て，この移行の時期がずれるということは，

るいは，他の温度分布を見る場合でも少し注意する必要

があると考えられる．たとえぽ，筒さについて三っの区

間（O・・－20　km，20　・－50　km，50　kmN）に分けておのお

のに時期を違えて独立に上記の二つの型の問を移行する

とも考えられる．このことは緯度についての変化を考え

る場合にも必要ではないかとも思おれる，Keegan8，およ

びWεx】erglは2月から9月までのある高さにおける濁

の大循環について非常に有用な結果を提供した．また

Faust　no　lu｝は緯度変化を1考慮して，緯度30°～60°の問

で高さに対して循環が起こることをNull　layerの概念

を用い，従来地上から20　km程度に起こる大循環（Ro－

ssbyの3細飽説川）を中閏層またはそれ以上に拡張し

た．これらと．．L記の夏型および冬型による年変化の様相

を組み合わせて見なければならないが，いずれにしても

非常に複雑で不明の所が多く，確定した論にはいたらな

い．

　終わりに当たり，本実験に対しいろいろご協力いただ

いた秋田メ1象台，その他関係各位のご厚意に対し感謝の

：意をささげたいと思う．　　　　　（1963年4月1日受理）
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の結果が，ちょうどこの移行期

に重なっており，上述の南北方

向の分力が・擾っていることもあ

る程度うなづける．

　　　4．結　　　言

　以上のことから，TW－9号

機実験は夏型から冬型への移行

期の結果であり，T“r－lo号機

実験は夏型の結果であることは

一一梃鋸_づけることができる．

ただ禦13図に引かれた夏型と冬

　　　　すなわち，高さによっ

　　　　　　　　　　TW－9あ
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